
6月 2日 、村内各小学校で一斉に運動会が

行われ、家族や先生が見守る中、自慢の健脚

を競い合いました。

この日は晴天に恵まれ、元気に走る子 ども

たちにグラン ドのあちこちで声援が送 られて

いました。

発行 ・青森県市浦村役場/編集 企画財政課企画広報係
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津‐波|1情報
―
スピユドアップ

衛星回線を利用 し、
新システムで運用開始 しています。

気
象
庁
が
発
表
す
る
津
波
予
報

（津
波
警
報

・
注
意
報
）
に
関
す

る
情
報
を
防
災
無
線

で
自
動
的
に
放
送
す
る
新
シ
ス
テ
ム
が
平
成

八

年
四
月

一
日
よ
り
運
用
開
始
し
て

い
ま
す

．

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
県
内
初
の
導
入
で
、
従
来
の
津
波
情
報
伝
達

方
法
に
比
べ
伝
達
時
間
が
約

五
分
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
民

の
安
全
確
保
に
素
早

い
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
津
波

津
波
と

い
え
ば
、
最
近
で
は
平
成

五
年
に
起
き
た
北
海
道
南
西
沖
地
震

が
思

い
出
さ
れ
ま
す
　
こ
の
地
震
で

は
、
最
大
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る

大
津
波
が
発
生
し
、
震
源
地
に
近

い

奥
尻
島
を
急
襲
し
、
島

の
青
苗
地
区

に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
」

十
八
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
る

津
波
で
、
釣
り
人
ら
六
人
の
尊

い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
ら
の
地
震
で
は
、
地
震
発
生

か
ら
津
波
が
襲
う
ま
で
の
時
間
が
、

ほ
ん
の
五
、
六
分
で
、
従
来
の
情
報

伝
達
ル
ー
ト
で
は
緊
急
を
要
す
る
津

波
に
は
十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん

こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
村
で
は
津

波
情
報
を
迅
速
に
住
民
に
伝
達
し
、

安
全
確
保
に
素
早
い
対
応
が
で
き
る

よ
う
県
内
初
の
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入

迅
速
な津

波
情
報
伝
達

従
来
の
津
波
情
報
伝
達
方
式
で
は
、

気
象
庁
か
ら
出
さ
れ
た
津
波
情
報
は

地
方
気
象
台
―
県
―
役
場

へ
と

フ
ァ

を
受
け
て
、
職
員
が
村
内
に
あ
る
二

十
六
カ
所
の
防
災
無
線

へ
手
動
で
放

送
す
る
た
め
、
気
象
庁
が
津
波
情
報

を
発
令
し
て
か
ら
八
分
以
上
の
時
間

が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
．

が
発
表
し
た
津
波
情
報
を
気
象
衛
星

回
線
を
使
用
し
、
直
接
役
場
内
に
設

置
し
た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
受
信
し
、

継勇得:篤薔農T信 :‐れIIF■ ‐        |
■指定避難場所

「脇元地区」
「磯松地区」

「十三地区」

…脇元小学校

…脇元放牧場

熊野宮境内

…十三山子地区

十三小学校

十三保育所

=避難に際 しての地区住民へのお願い=

津波警報が発令された場合の避難は緊急を要するの

で、隣近所の一人暮らしの老人等と日頃から話し合い

によリー緒に避難できるようご協力ください
:



◎地震発生後の津波予報伝達ルートの比較

「いままで」桜履覆場役ネ稽品議員劣軍易量雪?湧掟藁積農蛙
意報を入手、その
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特別出演

入 場 料

自
動
的
に
村
内
に
あ
る
防
災
無
線
ス
　
　
　
村
で
は
、
こ
の

ピ
ー
カ
ー
か
ら
情
報
が
流
れ
る
仕
組
　
　
新
シ
ス
テ
ム
の
導

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、　
　
入
に
よ
り
、
迅
速

地
方
気
象
台
、
県
、
職
員
が
手
動
で
　
　
な
避
難
勧
告
や
沿

放
送
と
い
う
部
分
が
省
略
さ
れ
、
約
　
　
山序
地
域
住
民
の
不

五
分
間
の
時
間
短
縮
と
な
り
、
地
震
　
　
安
解
消
に
役
立
つ

発
生
か
ら
約
二
、
三
分
で
情
報
が
周
　
　
も
の
と
期
待
し
て

姫神

許可 (胡 弓)渋 谷和生 (津軽三味線 )

市浦村創作太鼓「東日流衆」 市浦

中学校合唱隊 蝦夷合唱団

交流団体郷土芸能

大入 (高 校生以上)前売 り 2,500円

当 日 3,000円
小人 (中 学生)  前売 り 1,000円

当 日 1,500円
主  催 姫神・奥津軽十三湖コンサート実行委員会
※この事業は「地域の芸術環境づ くり支援事業」
推進のためにジャンボ宝 くじの売上金から助

成を受けて実施するものです。

津軽半島から奥美濃ヘ ーーー

姫神 日本、遥かなる風土への音紀行

よみがえる十三湊幻奏伝説

姫神・奥津軽十三湖コンサー ト
“十三湖の水面を渡る

`亡 地ヽよい風、こうこうと輝 く月の光、
星がきらめく夜空の下、音と光と色の幻想の世界"

語 り継がれる満月の湖上コンサー トから2年。あの感動を
よみがえらせるために、この夏ふたたび姫神十三湖コンサー

トを開催 します。

今回のコンサートは「津軽半島から奥美ileヘー姫神 日本、
通かなる風土への音紀行」と題し、青森県市浦村、岩手県遠
野市、宮城県若柳町、岐阜県白鳥町の姫神ゆかりの4市 町村
がネットワークを組んで実施するという国内でも類のないユ
ニークなものです。

このコンサートでは、一昨年の十三湖コンサートでデビュ
ーした市浦村創作太鼓 “東日流衆"や 日本を代表する詩人の
宗左近さんがこのコンサートのために特に寄せてくれた詩に、
姫神が作曲、演奏して、市浦中学校合唱隊により唄われるオ
リジナル曲の披露、十三湊をテーマにした新曲「見上げれば、
花びら」を唄う蝦夷 (エ ミシ)合唱団との共演など、地域と
一体となったステージが企画されていますゥ

平
成
８
年
７
月
２７
日
ω
　
※
雨
天
決
行
　
　
演

演

開
演
　
午
後
７
時

　

（開
場

午
後
６
時
）

津
軽
半
島
十
三
湖
特
設
会
場
（敷
物
持
参
）
　

出

共

338-

コンサー ト運営スタッフ募集中′
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欧
の
福
祉
の
現
状
を
学
ぶ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
々
は
、
メ
モ
を
と
る

な
ど
熱
心
に
聞
き
い
り
、
迫
り
来
る

超
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
介
護
保
障

に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

十

三
婦
人
会

五
月
十
二
日
、
十
三
婦
人
会

⌒会

沢

・
蟹
田
線
の
十
三

・
栗
山
間
の
歩

道
わ
き
で
、
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
約

人
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
百
本
の

苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
三
婦
人
会
の
皆
さ
ん

約
四
十
人
が
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ケ
ツ
を

片
手
に
集
ま
り
、
朝
八
時
か
ら
夕
方

に
か
け
て
行
わ
れ

「末
長
く
育
っ
て

ほ
し
い
。
毎
年
、
き
れ
い
な
花
を
咲

本
村
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら

ロ
　
サ
ケ

。
マ
ス
放
流
事
業
を
実
施
し
て

鵬　̈
置村け̈
』時、制制にけれを．

‐３０
　
行
い
ま
し
た
。

約
　
　
放
流
さ
れ
た
場
所
は
、
十
三
湖
マ

に
　

リ
ー
ナ
護
岸
で
、
道
卵
産

一
人
〇
万

級

　
匹
、
地
場
産

一
人
万
匹
の
サ
ケ
稚
魚

▲
　

を
放
流
し
ま
し
た
。
体
長
五
～
六
セ

ン
チ
の
稚
魚
は
、
ぬ
る
み
始
め
た
湖

水
に
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
、
小
さ
い

命
た
ち
は
群
れ
を
な
し
て
旅
立
ち
ま

稚
魚
た
ち
は
、　
一
週
間
か
ら
二
週

間
で
日
本
海
に
出
て
約

一
万
キ
ロ
の

去
る
四
月
二
十
三
日
、
青
森
あ
す

な
ろ
ホ
ー
ル

（市
浦
）
で
高
齢
者
の

介
護
保
障
を
考
え
る
講
演
会
が
行
わ

れ
、
北
欧
の

″福
祉
の
国
″
の
先
進

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
隣
四
町
村
の
福
祉
関
係

者
で
組
織
す
る
津
軽
北
部
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

講
演
会
に
は
約
百
三
十
人
が
参
加
。

講
師
に
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ン

・
リ
ン

シ
ョ
ー
ビ
ン
市
の
高
齢
者
福
祉
行
政

の
責
任
者
マ
ル
ガ
リ
ー
タ

・
イ
ブ
ハ

マ
ー
さ
ん
、
リ
ン
シ
ョ
ー
ビ
ン
大
学

の
ウ
ー
ベ

・
ア
ン
ペ
ッ
ケ
ン
助
教
授

あ

す

な

ろ

ホ

ー

ル

で

講

演

会

夫
妻
ら
で
、
地
域
ご
と
に
高
齢
者
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
現
状
や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
充
実
ぶ
り
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
戸
市
看
護

大
学
の
岡
本
裕
三
教
授
が
、
公
的
介

護
保
険
な
ど
新
し
い
高
齢
者
介
護
シ

用＝日の苗木を一樹

か
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
願
い
を
込
　
　
木
並
み
に
、
観
光
に
訪
れ
た
ド
ラ
イ

め
な
が
ら
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
パ
ー
た
ち
の
目
を
引
く
こ
と
で
し
ょ

来
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
　
　

つヽ
。

頃
に
は
沿
道
わ
き
に
開
花
し
た
桜
の

ケ
の
稚
魚
を
放
流

十

三

湖

岸

で

一
九

八

万

匹

北
太
平
洋
へ
の
長
い
旅
に
出
ま
す
が
、

大
き
く
成
長
し
て
古
里
の
川
を
忘
れ

な
い
で
帰
っ
て
く
る
の
は
、
三
～
五

年
後
に
な
り
ま
す
。

四
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
の
五
日

り
　
間
に
わ
た
り
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ツチ
　

ー
体
育
館
で

一
日
ド
ッ
ク
が
行
わ
れ

刻
　
　
今
年
で
四
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
　
って
、
す
っか
り
村
民
の
皆
さ
ん
に

チ
　
も
定
着
し
た
よ
う
で
、
ど
の
検
診
も

麟
　
スムーズ
に進
みま
した。今年
の

▲
　
　
一
日
ド
ッ
ク
で
は
、
女
性
の
方
を
対

峰
植 重．¨

『
¨
一
”
に
¨
摯
』
一
い
一
　
　
【
】
】
】

罰計
７
こ
９
′
・
一
ロ
ス

一
』
】
】
〓

）
○
人
が
受
診

▲植樹する十三婦人会の皆さん

▲大きく成長 して戻ってこいよ ′
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一̈「一中『̈い一一一̈一『　　却［̈̈
¨̈̈
中一一̈［［一　　一け一”脅け一一̈一一］］一

る
八
百
人
が
受
診
し
ま
し
た
。
ま
た
、　
　
早
期
に
発
見
し
、
各
自
の
健
康
状
態
　
　
る
み
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
．

ぽ
駆
弾

因
をぶ
一”藝
吐聰
押

十
三
小
第
四
学
年
児
童
社
会
科
学
習

ビ

　

　

五
月
十
日
、
十
三
小
学
校

（校
長

　
　
道
や
ゴ
ミ
処
理
の
し
く
み
に
つ
い
て

サ．　
　

・
鍋
田
元
）
児
童
が
村
役
場
を
訪
れ
、　
　
担
当
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

喰

　

水
道
や
ゴ
ミ
処
理
の
し
く
み
に
つ
い
　

　

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

い
っ
て
い

憫
　
て
学
び
ま
し
た

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
〔
ま
た

「市
浦
村
で

一
番
水

け　て律〔〔樹幡［畔瑠却け酬糧」　　一杉家榊一家̈
「動暉響けには

（
　
麟

　

告
年
児
童
四
人
と
校
長
先
生
が
役
場

　

　

一
日
ど
の
く
ら
い
の
水
を
使

い
ま
〓

卜
ｒ
　
　
　
を
訪
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
水
　
　
か
」
な
ど
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
担

洲
引
洲
放
牧
始
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
製
刹
聞
酬
昂
蹴質
問
午
寧
に

村

営

牧

場

５

ヶ
所

で

放

牧

　

　

　

訪
れ
た
児
童
た
ち
は
そ
の
後
、
役

の
三
百
六
頭
の
市
浦
牛
が
元
気
に
牧
　
　
場
庁
舎
を
見
学
し
、
ち
ょ
っ
び
り
満

場
に
駆
け
出
し
て
い
き
ま
し
た
．　
　
　
　
足
げ
な
顔
を
し
な
が
ら
学
舎
に
帰
っ

こ
の
日
は
、
子
牛
の
登
記
登
録
や
　
　
て
い
き
ま
し
た
＾

予
防
注
射
な
ど
の
検
査
を
行

っ
た
後
、

農
家
や
畜
産
関
係
者
が
見
守
る
中
、

一
斉
に
野
原
に
解
放
さ
れ
ま
し
た
．

牛
た
ち
は
冬

の
間
、
狭

い
牛
舎
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
若

草
を
食
べ
な
が
ら
土
の
感
触
を
確
か

十

一
月
い
っ
ぱ

ぃ
ま
で
は
、
村
営

岩
井
、
脇
元
、
古
館
、
実
取
、
第
二

長
根
山
の
五
地
区
の
牧
場
で

「
モ
ー

モ
ー
」
と
悠
々
と
鳴
き
声
を
響
か
せ

五
月
七
、
八
日
の
二
日
間
、
村
営

五
カ
所
で
牛
の
放
牧
が
行
わ
れ
、
親

牛
百
八
十
五
頭
、
子
牛
百
二
十

一
頭

▲説明のメモをとる十三小児童

―

基ぁ
尾

1言 暑:菖 ろ

][ :][:3′
i     言:::i:[::::': 3曾 [:i
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財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ

⌒ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
）
で

は
、
国
内
の
小

。
中
学
生
を
対
象
に
、
海
上
で
の
各
種
研
修
や
寄
港
地
で
の
海

洋
性
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
し
、
規
則
正
し
い
団
体
生
活
の
下
に
連
帯
と
協
調
の
精

神
を
養
い
、
友
情
を
深
め
、
海
事
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
体
験

航
海
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
．）

市
浦
村
か
ら
は
、
秋
田
優
太
く
ん

（脇
元
）
と
佐
々
木
博
幸
く
ん

（磯
松
）

の
二
名
が
参
加
↑
春
休
み
期
間
中
の
二
月
二
十
六
日
か
ら
四
月

一
日
の
七
日
間

の
沖
縄
航
海
記
を
掲
載
し
ま
す
。

国内簡呼‐早舞あ為海茄しを

思
い
出
の
沖
縄秋

田
　
優
太

三
月
二
十
六
日
、
待
ち
に
待

っ
た

と
き
が
き
た
こ
目
の
前
に
あ
る
大
き

な
船
が
こ
れ
か
ら
僕
た
ち
を
沖
縄

ヘ

と
運
ぶ

「新
さ
く
ら
九
」
だ
っ
あ
ま

り
の
大
き
さ
に
と
て
も
驚

い
た
。

船
に
乗
る
ま
で
心
配
な
こ
と
が
二

つ
あ

っ
た
。
そ
れ
は

「友
達
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
」
と

「船
酔

い
を
し
な

い
か
」
で
す
Ｇ
部
屋
に
入
り

「秋
田

優
太
で
す
。
よ
ろ
し
く
」
と
大
き
な

声
で
言

っ
た
ら
、
み
ん
な
と
す
ぐ
友

達
に
な
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
の

元
気
も
こ
こ
ま
で
で
、
初
日
の
夜
か

ら
も
う

一
つ
の
心
配
ご
と
だ

っ
た

「船
酔

い
」
に
苦
し
み
ま
し
た
。
船

の
中
で
は
船
長
の
話
を
聞

い
た
り
、

運
動
会
な
ど
を
や

っ
た
り
し
て
と
て

も
楽
し
か

っ
た
で
す
（．

港
を
出
発
し
て
か
ら
三
日
日
、
あ

こ
が
れ
の
沖
縄

へ
着
き
ま
し
た
。
ま

ず
驚

い
た
こ
と
と

い
え
ば
、
脇
元
の

『
少
年

の
船
』
に
乗

っ
て

佐
々
木
博
幸

三
月
二
十
五
日
、
青
森
か
ら
東
京

ま
で
飛
行
機
で
行
き
、
そ
の
日
は
東

京
に
一
泊
し
ま
し
た
。
次
の
日
、
東

京
晴
海
埠
頭
か
ら

「新
さ
く
ら
丸
」

に
乗
り
、
沖
縄
を
目
指
し
て
出
港
し

最
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
こ
な

海
は
黒
い
け
れ
ど
、
沖
縄
の
海
は
青

く
澄
ん
だ
と
て
も
き
れ
い
な
海
で
し

た
。
沖
縄
で
は
、
ヨ
ッ
ト
、
ク
ル
ー

ザ
ー
な
ど
に
乗

っ
た
り
し
て
と
て
も

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
王

泉
洞
、
守
礼
の
問
な
ど
た
く
さ
ん
の

所
を
見
学

へ
行
き
、
そ
こ
に
い
た
人

達
と
と
て
も
仲
良
く
な

っ
た
り
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

僕
は
家
に
帰

っ
て
沖
縄
で
の
こ
と

を
少
し
自
慢
し
て
話
し
、
そ
し
て
、

今
度
は
弟
達
を
行
か
せ
て
あ
げ
た

い

と
思

い
ま
す
。

ぜ
な
ら
船
の
中
に
は
知
ら
な
い
人
た

ち
が
四
百
六
十
人
ぐ
ら
い
も
乗
っ
て

い
て
、
だ
ん
だ
ん
心
細
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
こ
で
も
、
少
し
ず
つ
み
ん

な
と
話
を
し
て
い
く
に
つ
れ
て
仲
良

く
な
り
、
不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

船
に
乗
り
三
日
後
、

つ
い
げ

沖
縄

に
着
き
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
地
元
の

踊
り
で
僕
達
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し

た
．．
だ
か
ら
、
沖
縄
の
旅
が
と
て
も

心
に
残

っ
た
場
所
が
首
里
城
と
パ
イ

ン
園
で
す
。
首
里
城
は
僕
が

一
番
行

き
た
か

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
沖
縄
の

城
は
他
の
日
本
の
城
と
違

い
、
中
国

文
化
を
取
り
入
れ
た
城
で
、
飾
り
な

ど

一
つ

一
つ
が
と
て
も
細
か
く
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
城
の
中
で
殿
様

が
い
た

「玉
座
」
は
金
ピ
カ
で
日
本

と
は
思
え
な

い
感
じ
で
し
た
。
パ
イ

ン
園
で
は
、
パ
イ
ン
を

つ
く
る
の
に

二
、
三
年
も
か
か
る
と

い
う
説
明
を

聞

い
て
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
パ
イ
ン
を
ワ
イ
ン
に
す
る
工
場

を
見
学
し
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
七
日
間
の
旅
行
も
終
わ
り
、

仲
良
く
な

っ
た
友
達
と
も
羽
田
空
港

で
お
別
れ
し
、
少
し
さ
び
し
か

つ
た

沖
縄
で
の
こ
と
、
船
で
の
こ
と
、

そ
し
て
友
達
の
こ
と
は
僕
の
心
の
中

に
忘
れ
ら
れ
な

い
思

い
出
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
沖
縄

に
行
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ちょっと船酔い気味 ?の優太 くん
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＝
十

三
小
学
校
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フ
じ
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フ
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―
白
組
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み
ん
な
よ
くが

ん
ば
り
ま
し
た
。

＝
太

田
小
学
校

＝

フ
ア
イ
ト
だ
‥

ホ
組

▼制服に身 を包みマーチを披露

=脇元小学校=
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情報をお寄せ<ださい

あ し ら 世
役場の電話は62-2111

>期間

平成 8年 7月 8日 ～17日

(但 し、土・日曜日除 く)

>時間

午後 6時 ヽ 8時 30分

>場所

五所川原第一高等学校

第 2コ ンピュータ室 (3階 )

>申込先

五所川原第一高等学校

対馬久美子 (834-2347)又 は、

台九谷和美 (a34-3635)ま で。
>申込締切

平成 8年 6月 28日 (金 )

>定員

40名 (定 員になり次第締め切 り)

>受講料

無料 (但 しフロッピー代150円
必要)

:
建設土木等工事関係者の皆さん

誤って「電話線」を切断すると・ 。
地域の通信が麻痺 してしまい、

社会生活に大きな影響を及ぼすこ

とになると同時に多額の設備復旧

賠償金 も支払うこととなります。
NTTで は、設備事故を防止す

るため、無料で「工事立会」を行
つています。道路の掘削工事、建
柱工事等を実施する場合は、事前
に「工事立会」を実施のうえ施工

してくださるようお願いします。

市浦村の人口と世帯数
平成8.6.1現 在

>「工事立会」の連絡先
弘前市大字高田4-3-7
(NTT弘前支店LMC2F)

い N tt T― TE東 北弘前サービ

>場所

五所川原保健所

>申 込期間

平成 8年 7月 1日 ヽ15日

>定員

30名 (定 員になり次第締め切 り)

〉受講料

無料

>申 込先

五所川原保健所健康増進課

(a34-2108)ま で。

桂 ■ 川

“
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狙
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県内の交通事故概況



去
る
四
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま

で
、

「総
合
検
診
』
の
一
日
ド
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
手
元

に
結
果
通
知
が
届
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
ｏ

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
四
年
の
心

疾
患
標
準
化
死
亡
比

⌒図
１
）
を
み

て
み
る
と
、
市
浦
村
の
女
性
の
心
疾

患
死
亡
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

顕 信 英 正 豪 祐

仁 哉 昭 治 人 三

成 萬 藤 濱

野

"写

子 穿

""  

迫 こ り き む 塁 ● 墨 舌 ● こ こ ● こ こ 塁 3● こ ● 迫 こ 里 こ

■
・一ロ
ギ

す
。
手
元
に
届
い
た
健
診
結
果
に
も

う

一
度
目
を
通
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

血
圧
値
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
Ｇ

Ｏ
Ｔ
値
な
ど
に
何
ら
か
の
印

（軽
度

異
常

・
異
常

・
要
指
導

・
要
精
検
）

が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

，
こ
れ
ら
は

心
疾
患
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
健
診
結
果
を
生
か
し
て
、
病
院

に
受
診
す
る
、
保
健
婦
に
相
談
す
る

〈
健
診

の
結

果
を
読

む
）

心
疾
患
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
に
、

今
回
は

″
′し、
電
図
″
に
つ
い
て
説
明

一
、
検
査

の
目
的

心
臓
の
筋
肉
異
常
、
不
整
脈

（リ

ズ
ム
の
乱
れ
）
、
心
臓
肥
大
、
冠
状

動
脈
硬
化
の
有
無
が
わ
か
り
ま
す
。

心
臓
は
縮
む
時
や
も
と
に
戻
る
時
に
、

ご
く
弱
い
電
気
を
お
こ
し
、
こ
の
電

気
信
号
を
合
図
に
心
臓
の
筋
肉
が
動

く
の
で
す
。
こ
の
電
気
信
号
の
変
化

を
波
形
の
グ
ラ
フ
で
記
録
し
た
も
の

が
心
電
図
で
す
ｃ

二
、
疑

わ
れ
る
病
気

や
異
常

不
整
脈

・
心
筋
梗
塞

・
狭
心
症

・

心
不
全

・
先
天
性
心
疾
患

・
心
肥
大

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

早
め
に
医
師
に
相
談
し
、
病
気
に

な
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

は
心
疾
患
に
か
ぎ
ら
ず
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
悪
性
新
生
物

（ガ
ン
）
な

ど
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

人
生
８０
年
時
代
を

″若
く
元
気
″

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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心疾患標準化死亡比 (昭 和63年 ～平成 4年 )
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く心電図の正常な波形〉

P波 ―一心房の興函

ST―一心室内の興目

の持続

T波 ―一 ′b室の収縮の

終わり

一連の波形が出現する。


